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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●発電炉と比較して炉心に内蔵するFP量が極めて小さいことについて
・FP量は、基本的に原子炉の出力に比例して増加します。NSRRは、最大出力が300kWです。（パルス運転は、積算出力が小さくFPの生成量が300kW運転に比して無視できる）一方、発電炉(110万kW級BWR)は、熱出力が390万kWであり、相対的に10^4倍の差があり、FPの蓄積量についても同様の差があります。
NSRRの場合、積算出力5.2MWd（定出力運転年間制限値）運転直後の炉心内に蓄積された全放射能量は、4.26×10^16Bq（平成20年2月21日「発電用原子炉施設に関する耐震設計審査指針」の改訂に伴う既設試験研究用原子炉施設の耐震安全性の評価に係る実施計画等の報告について　別紙10　NSRR原子炉施設の検討書より）です。
発電炉は、設置変更許可申請書において一般に次式でFPの炉内蓄積量を算出しており、10＾20Bqを超える蓄積を用いて事故評価を行っています。
qi,T0=3.20×10^6×P0×Yi（1-e^(-λi・T0））
qi,T0：T0時間運転後の各種iの炉心内蓄積量（Bq)
P0：炉心熱出力
Yi：核種iの核分裂収率
λi：核種iの放射性崩壊定数（s^-1）
T0：原子炉運転時間（ｓ）

●極めて高い固有の安全性について
NSRRのウラン水素化ジルコニウム燃料（ＴＲＩＧＡ燃料）は、燃料と減速材である水素化ジルコニウムが均質に混合されています。このため、原子炉出力が上昇した場合には燃料温度と減速材温度の双方が同時に上昇します。一般に、原子炉燃料温度の上昇は、U-238のドップラ効果による共鳴吸収の増加による原子炉出力の低下を招きますが、NSRRのようなTRIGA燃料を用いた原子炉では、この他に燃料に含まれる水素（減速材）温度の上昇による原子炉出力低下の効果が大きな負の温度係数を与えています。燃料温度が高くなると、燃料棒の中の中性子の温度も高くなります。これにより、核分裂断面積が減少するととともに、燃料棒からの中性子の漏れが増加します。この結果、原子炉出力上昇に対する強いフィードバック反応度がかかることになります。
・NSRRのスペクトル硬化及びドップラ効果による負の反応度係数
-9.5～-8.4×10＾-5　⊿k/k/℃（設置変更許可申請書より）
・発電炉のドップラ係数
-0.6～－2.2×10^-5　⊿k/k/℃（ATOMICAより　東京電力柏崎刈羽原子力発電所原子炉設置許可申請書平成4年10月現在P8-3-133）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
コメントへの回答
御指摘のとおりです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
コメントへの回答
●NSRRについては、炉心の冠水が維持されていれば燃料の健全性が維持されることから、停止、冠水維持、閉じ込めの監視を行うとの記述に改めます。

●設計基準事故に加えて考慮すべき事故へのコメント
規制基準骨子案の記述に従った標記に変更します。低出力炉が対象外になる理由としては、公衆に著しい放射線被ばくのリスクを及ぼす恐れがないためと考えられます。「著しい放射線被ばくのリスク」に関しては、パブリックコメントへの回答案の中でも、「発生事故あたり5mSvを超えなければリスクは小さいと考える」というICRPの1990年勧告をもとにした考え方が示されています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
コメントへの回答
●炉内の冷却材が喪失に至る過程を含め、想定し得る様々な条件のもとに燃料挙動を把握することを目的としています。「冷却材喪失を模擬した条件下で」と記載した場合、想像される炉内事象が限定的になるように思われるため現状の記載としたいと思います。

●本研究は、福島第一原発の炉内状況の把握に資するものですが、その実験目的は、福島第一のみならず、発電炉のシビアアクシデント時における燃料挙動を把握することにあります。研究成果は、一般に公開することが前提であり、規制への活用が基本となりますが推進側も利用可能です。
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